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Ⅰ．はじめに
　保育所において園庭はこれまでどのように位置づけられ
てきたのだろうか。平成23年に制定された「児童福祉施設
最低基準」には、「屋外遊戯場は、満二歳以上の幼児一人
につき、3.3㎡が必要」とされている。また、保育所保育指
針においては、昭和40年の第1回指針から平成11年の第2次
改訂の指針に至るまで、保育の環境について、一貫して次
のような内容が示されている。
　「保育所の施設・屋外遊戯場は、子どもの活動が豊かに
展開されるためにふさわしい広さを持ち、遊具・用具その
他の素材などを整え、それらが十分に活用されるように配
慮する。」注）1（傍線筆者）
　このことは、子どもの成長発達にとって園庭（屋外遊戯場）
は当然あるべきものとして認識され、その存在価値が広く
認められてきたことを示している。
　しかし、近年、都市部においては、待機児童が増加し保
育所増設が急務になったことから、屋外遊戯場の規定が緩
和されてきた。現在の「児童福祉施設の設備及び運営に関
する基準」（平成24年、児童福祉施設最低基準より名称変更）
では、「満二歳以上の幼児を入所させる保育所には、保育
室又は遊戯室、屋外遊戯場（保育所の付近にある屋外遊戯
場に変わるべき場所を含む。次号においても同じ）、調理室
及び便所を設けること。」（傍線部筆者）と変更されており、近
所に相当の広さの公園があれば保育所の敷地内に園庭を設
置しなくてもよいことになっている。そのため、現在、都
市部においては、園庭を地上ではなく屋内や屋上に設置す
る保育所や、園庭がほとんどない保育所が増加している。
　一方、子どもと環境とのかかわりについて、現在の保育
所保育指針の記述を見てみると、第2章「子どもの発達」
の冒頭において、
　「子どもは、様々な環境との相互作用により発達していく。
（中略）子どもの発達は、子どもがそれまでの体験を基にし
て、環境に働きかけ、環境との相互作用を通して、豊かな
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心情、意欲及び態度を身に付け、新たな能力を獲得してい
く過程である」と述べている。
　子どもの健全な発達にとって環境の大切さは言うまでも
なく、保育所で日中の大半を過ごす子どもたちにとって、
園庭は重要な環境の要素である。
　保育にとって、また、子どもの発達にとって園庭はどの
ような意味を持っているのか、また、地域の子育て・子育
ち環境が大きく変化する中、園庭が求められる役割は何か、
それは近隣に公園があれば補えるものなのか等々、保育所
における園庭の意味や意義について、X 市の保育所に勤務
する保育士を対象に行ったアンケートを基に検討する。
Ⅱ．研究方法
　X 市に勤務する保育士を対象に2種類のアンケート調査
を実施した。アンケートは X 市が主催する研修会に参加し
た保育士に直接配布し、その場で回収する方法で実施した。
実施期間は平成26年9月から平成28年7月である。
Ⅲ．X 市について
　X 市は都市部にある。待機児童問題を解消するために、
平成16年から保育所の増設を積極的に行ってきた。平成18
年には民間保育所設置認可等要綱を独自に定め、平成24年
には定員数を2倍に増やすなどの対策を行ってきた。
　屋外遊戯場の基準について、X 市の民間保育所設置認可
等要綱（平成25年3月29日改正）を表（1）に示す。
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屋外遊戯場 2歳以上1人当たり3.3㎡（児童が実際に遊
戯できる面積）以上とする。ただし、市長
が特に認めた場合は、付近の公園、広場、
寺社境内等で代えることができる。この場
合にあっては、専用の屋外遊戯場を基準面
積の2分の1以上、又は、プール遊び等の
できる場所を確保することとする。
表（1）
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　市長が特に認める「プール遊び等のできる場所を確保」
すればよいとされる保育所の要件の一つは、「駅から概ね
300メートル以内に設置される保育所であること」ことであ
る。「プール遊びができる広さ」について具体的には示され
ておらず、また、夏場にプールを設置すれば園庭のスペー
スはなくなってしまうことから、実際には園庭はほとんど
ないと言える保育所が多数見受けられるのが現状である。
Ⅳ．アンケート調査（その1）
　実施期間：平成26年9月～平成27年8月
　対象者　：X 市の認可保育所に勤務する保育士
　回答数　：671
1．アンケート内容
（1）園庭の環境について
　①　一般的な土の園庭がある
　②　とても狭いが土の園庭がある
　③　園庭はなく、園庭に代わる場としてテラスがある
　④　園庭・テラス共にない
（2）担当クラス
　①0歳児　②1歳児　③2歳児　④3歳児　⑤4歳児
　⑥5歳児　⑦その他　
（3）保育の中で園庭に期待していること（複数回答可）
①　戸外で体を十分に動かし、健康増進や体力の向上が
図られる
②　安全な空間で思いっきり遊ぶことができ、心が解放
される
③　草花や小動物など身近な自然に触れ感性が育つ
④　砂場遊びや泥んこ遊びを十分に経験できる
⑤　探索活動を十分に保障してあげられる
⑥　植物を栽培したり、野菜を育てたり、小動物の飼育
をすることを経験できる
（4） 散歩の頻度
　①毎日　②1週間に3～4回　　③1週間に1～2回
　④2週間に1～2回　　⑤ほとんど行かない
（5）散歩に期待していること（複数回答可）
①　一定時間歩き続けたり、戸外で体を十分に動かし　
たりして、健康増進や体力の向上が図られる
②　広い空間で思いっきり遊び、心が解放される
③　草花や小動物など身近な自然に触れ感性が育つ
④　近隣の公園を使用したり、交通ルールを知るなど、
社会性が養われる
⑤　園では経験できない活動や遊びを経験できる
⑥　友だちと一緒に歩き、お互いを思いやるなど、人と
かかわる力が育つ
（6）園庭がないことによる困難さ〉
　①　困難なことがある
　②　困難なことはない
2. アンケート結果
（1）全体
　ア）園庭環境
　イ）担当クラス
　ウ）園庭に期待していること　※複数回答
　エ）散歩の頻度
　オ）散歩に期待していること　※複数回答
園庭環境 数 割合（100％）
② 一般的な土の園庭 280 42％
③ 狭いが土の園庭 176 26％
④ テラス園庭 84 13％
⑤ 園庭・テラスなし 101 15％
⑥ 記載なし 30 4％
クラス 数 割合（100％）
0 歳 176 26％
1 歳 19 3％
2 歳 46 7％
乳児合同 19 3％
3 歳 117 17％
4 歳 96 14％
5 歳 70 10％
幼児合同 41 6％
その他 87 13％
内　容 数 割合
① 戸外で体を動かし健康増進や体力向上 536 80％
② 安全な空間で遊び心が解放される 492 73％
③ 身近な自然に触れて感性が育つ 371 55％
④ 砂場遊びや泥んこ遊びを十分経験 524 78％
⑤ 探索活動を十分に保障 274 41％
⑥ 栽培や飼育の体験 346 52％
頻　度 数 割合（100％）
① 毎日 230 34％
② 1 週間に 3 ～ 4 回 121 18％
③ 1 週間に 1 ～ 2 回 181 27％
④ 2 週間に 1 ～ 2 回 81 12％
⑤ ほとんど行かない 46 7％
⑥ 回答なし 12 2％
内　容 数 割合
① 健康増進や体力の向上 476 71％
② 広い空間で遊び心が解放 419 62％
③ 身近な自然に触れ感性が育つ 469 70％
④ 社会性が養われる 484 72％
⑤ 園では経験できない活動や遊びを経験 291 43％
⑥ 人とかかわる力が育つ 363 54％
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　カ）園庭がないことによる困難さ
（2）園庭環境別
　　※数値は回答数ではなく割合（％）で示す
　ア）園庭に期待していること
　イ）散歩の頻度
　ウ）散歩に期待していること
　エ） 園庭がないことによる困難さ
（3）乳児・幼児担当別
　　※数値は回答数ではなく割合（％）で示す
　ア）園庭に期待していること
　イ）散歩の頻度
　ウ）散歩に期待していること
　エ）園庭がないことによる困難さ
3．アンケート結果からわかること
（1）園庭に期待していること
　最も多かった回答は「戸外で体を十分に動かし、健康増
進を図る」（以下「戸外で体を動かす」と記載）が80％、2
番目が「砂場遊びや泥んこ遊びを十分経験できる」（以下、
「砂場遊び」と記載）が79％、3番目が「安全な空間で思い
っきり遊ぶことができ、心が解放される」（以下「思いっき
り遊ぶ」と記載）が73％であった。
　「草花や小動物など、身近な自然に触れ、感性が育つ」（以
下「身近な自然」と記載）は55％、「植物を栽培したり、野
菜を育てたり、小動物の飼育を経験できる」（以下、「栽培
や飼育」と記載）は52％と、約半数の回答であった。
　最も少なかったのは「探索活動を十分に保障してあげら
れる」（以下「探索活動」と記す）で41％であった。
　保育者は、園庭とは第一に体を思いっきり動かして遊べ
内　容 数 割合（100％）
① 困難なことがある 380 57
② 困難なことはない 88 13
③ 回答なし 203 30
内　容
一般的
な土の
園庭
狭いが
土の園
庭
テラス
園庭
園庭
なし
⑦ 戸外で体を動かし健康増進 91 69 76 70
⑧ 安全な空間で遊び心が解放 76 77 75 56
⑨ 自然に触れて感性が育つ 66 45 48 50
⑩ 砂場遊びや泥んこ遊び 83 78 68 74
⑪ 探索活動を保障 47 34 37 41
⑫ 栽培や飼育の体験 63 47 49 31
（平均値） 71 58 59 54
内　容
一般的
な土の
園庭
狭いが
土の園
庭
テラス
園庭
園庭
なし
① 毎日 12 37 57 70
② 1 週間に 3 ～ 4 回 13 21 25 19
③ 1 週間に 1 ～ 2 回 36 28 13 9
④ 2 週間に 1 ～ 2 回 24 6 4 0
⑤ ほとんど行かない 11 7 1 1
⑥ 回答なし 4 1 0 1
内　容
一般的
な土の
園庭
狭いが
土の園
庭
テラス
園庭
園庭
なし
① 健康増進や体力の向上 70 71 73 71
② 広い空間で遊び心が解放 56 66 68 66
③ 身近な自然に触れ感性が育つ 68 64 76 79
④ 社会性が養われる 75 73 69 62
⑤ 園では経験できない
　 活動や遊びを経験
48 44 42 35
⑥ 人とかかわる力が育つ 56 53 61 44
内　容
一般的
な土の
園庭
狭いが
土の園
庭
テラス
園庭
園庭
なし
① 困難なことがある 56 53 63 60
② 困難なことはない 11 11 19 17
③ 回答なし 33 36 18 23
内　容 乳児担当 幼児担当
① 戸外で体を動かり健康増進 76 84
② 安全な空間で遊び心が解放 70 77
③ 自然に触れて感性が育つ 52 57
④ 砂場遊びや泥んこ遊び 74 83
⑤ 探索活動を保障 42 37
⑥ 栽培や飼育の体験 42 58
内　容 乳児担当 幼児担当
① 毎日 45 20
② 1 週間に 3 ～ 4 回 17 19
③ 1 週間に 1 ～ 2 回 20 35
④ 2 週間に 1 ～ 2 回 7 19
⑤ ほとんど行かない 10 6
⑥ 回答なし 1 1
内　容 乳児担当 幼児担当
① 健康増進や体力の向上 63 76
② 広い空間で遊び心が解放 59 64
③ 身近な自然に触れ感性が育つ 69 70
④ 社会性が養われる 59 85
⑤ 園では経験できない活動や
　 遊びを経験
38 45
⑥ 人とかかわる力が育つ 48 58
内　容 乳児担当 幼児担当
① 困難なことがある 57 58
② 困難なことはない 14 13
③ 回答なし 29 29
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る広くて安全な場所であり、第二に砂あそびや泥んこ遊び
ができる場所として期待していることががわかる。
　「探索活動」への期待が少なかったことについて、探索
活動は主に乳児に特徴的な行動であるため、乳児、幼児で
有意差があるかを見たところ、乳児の方が5ポイント高かっ
たが、それでも42％にとどまった。
　園庭の環境別による回答については、「一般的な土のある
園庭」（以下「一般的な園庭」と記載）と「園庭はなく、園
庭に代わるテラスがある」（以下「テラス園庭」と記載）の
第1位は「戸外で体を動かす」であり、「とても狭いが土の
園庭がある」（以下「狭い園庭」と記載）と「園庭・テラス
ともにない」（以下「園庭がない」と記載）場合の第1位は「砂
場遊び」であったが、その他の順位や傾向はほぼ同じであ
った。
　園庭への期待度を見てみると、「一般的な園庭」が最も
高く6項目の平均が71％であった。「狭い園庭」は58％、「テ
ラス園庭」は59％とほぼ同じであったが、「園庭がない」は
54％と最も低く、「一般的な園庭」と比較すると園庭への期
待度に17ポイントの差が見られた。
（2）散歩の頻度
　散歩の頻度については、園庭の環境により大きく異なっ
た結果が見られた。「一般的な園庭」で最も多かったのは「1
週間に1，2度」で36％、次に「2週間に1，2度」が24％、「毎
日」と答えたのは12％であったのに対し、その他の環境の
場合はすべて「毎日」との回答が第1位であった。特に「園
庭がない」場合は、70％が「毎日」と回答し、「1週間に3，
4回」が19％でこの二つの回答を合わせると89％に上った。
　「毎日」と回答した園庭環境の順は、1位が「園庭がない」
70％、2位が「テラス園庭」57％、ついで、「狭い園庭」37％、「一
般的な園庭」12％の順であった。このことからも園庭で行う
遊びや経験を散歩で補っていることが確認された。
（3）散歩に期待していること
　散歩への期待が高かった項目は、「近隣の公園を使用し
たり、交通ルールを知るなど、社会性が養われる」（以下「社
会性」と記載）が72％、「一定時間歩き続けたり、戸外で
体を十分に動かしたりして、健康増進や体力の向上が図ら
れる」（以下「戸外で体」と記載）が71％、「草花や小動物
など身近な自然に触れ感性が育つ」（以下「身近な自然」と
記載）が70％とほぼ同数であった。
　次に広い空間で思いっきり遊び、心が解放される」（以下
「思いっきり遊ぶ」と記載）が62％であった。
最も少なかったのは「園では経験できない活動や遊びを経
験できる」（以下「園ではできない経験」と記載）が43％で
あった。
　園の環境別に見ると、「一般的な園庭」と「狭い園庭」で
は「社会性」が1位、「戸外で体」が2位であったのに対し、「テ
ラス園庭」と「園庭がない」は「身近な自然」が1位であった。
　園庭がある場合には、たとえ狭くとも草花を植えたり、
虫などの小動物に触れたりする経験ができるが、テラス園
庭や園庭がない場合に最も経験することが難しいことが「身
近な自然に触れる」ことであることが推察される。
（4）園庭がないことによる困難さ
　全体では57％が「困難なことがある」と回答している。
園庭がある場合には、園庭がない場合を想像して回答して
もらったため、園庭環境による有意差は比較的少なかった
が、その中で「テラス園庭」が「困難さ」を最も感じてい
ることが明らかになった。
　テラス園庭の場合は、ある程度の広さが確保されている
ケースが多く、走り回るなど、体を動かして遊ぶことは一
般的な園庭と同様に出来ると思われるが、いわゆる土の地
面ではなく、人工芝やゴム材などの床であるため、植物や
虫などの小動物との触れ合いには限界があるようである。
散歩への期待の第1位が「身近な自然」であることと考え合
わせると、「テラス園庭」の抱える困難さをここに見ること
ができる。園庭の役割を考える上で大変興味深い結果であ
る。
Ⅴ．アンケート調査（その2）
　アンケート（1）では、園庭に期待する内容を聞いた。
　そこで次に、園庭に求める役割を実現するために、「保育
者が必要としている施設や遊具」について調査することを
目的にアンケートを実施した。
　実施期間：平成28年6月～平成28年7月
　対象者　：X 市の認可保育所に勤務する保育士
　回答数　：120
1．アンケート内容
（1）園庭の環境について
　①　一般的な土の園庭がある
　②　とても狭いが土の園庭がある
　③　園庭はなく、園庭に変わる場としてテラスがある
　④　園庭・テラス共にない
（2）園庭に備えたい設備について
　子どもの成長発達にとって、また、保育にとって、園庭
に備えたい物や設備について、ア）なくてはならないと思
う物・設備、イ）あった方が良いと思う物・設備、ウ）な
くても良いと思う物・設備、をそれぞれ選択肢の中から選
んで回答する。
選択肢 ①　固定遊具（鉄棒、滑り台、ジャングルジム）
②　アスレチック等の大型遊具
③　固定されたプール
④　広場（広いスペース）
⑤　砂場・砂場用玩具
⑥　三輪車などの乗り物　　
⑦　樹木（木陰になったり木登りしたり）
⑧　畑・菜園
⑨　花壇
⑩　築山（起伏）
⑪　ビオトープ
⑫　雑草などが生えている自然スペース
⑬　その他（自由記述）
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2．アンケート結果（全体）
（1）園庭の環境
（2）園庭に備えたい設備
3．アンケート結果からわかること
（1）なくてはならないと思う物・施設
　第1位は「砂場・砂場用玩具」で87％に及んだ。「あった
方が良い」との回答と合わせると98％であった。次いで「広
場・広いスペース」が74％、「樹木」が56％であった。反
対に大型遊具、固定プール、ビオトープは10％に満たなか
った。
（2）あった方が良いと思う物・施設
　第1位は「畑・菜園」が63％、次に「花壇」が46％、「築山」
が44％であった。「畑・菜園」は「なくてはならない」と回
答した数と合わせると85％になり、「なくても良い」と回答
した人はいなかった。「花壇」も同様の結果であった。
　また、「雑草などがある自然スペース」も「なくても良い」
はわずか8％で、68％が肯定的な回答であった。
（3）なくても良いと思う物・施設
　第1位は「固定されたプール」で41％、次に「アスレチッ
クなどの大型遊具」が38％という結果が出た。
（4）園庭の環境別による相違
　「一般的な園庭」と「狭い園庭」の比較では、ほとんど
有意差は見られなかった。「テラス園庭」および「園庭なし」
はともに回答数が7と少ないため、比較することができなか
った。
Ⅵ．全体考察
　二つのアンケート結果から、保育士が園庭に求めている
機能や設備についての傾向が明らかになった。
　第一に求めている役割は、広いスペースの中で、体を十
分に動かしたり、思いっきり遊ぶことであり、そのために
は園庭はある程度の広さがあることを望んでいる。
　第二に、子どもが直接砂や土に触れて遊べることであり、
そのために、砂場と砂場用の玩具は必須の設備であると考
えていることがわかった。
　第三に、草花や小動物などの身近な自然に触れ、あるい
は植物を栽培し、小動物を飼育するなどの「自然体験」が
あげられる。しかし、自然との触れ合いは園庭だけではなく、
散歩の中でも経験できると考えている保育者が多いことも
明らかになった。そのことは、園庭にほしい物や設備の中
で「畑や菜園」「花壇」「築山」「雑草などがある自然スペー
ス」といった自然に関するものについては、「園庭になくて
はならない」というよりは「あった方が良い」というレベ
ルで捉えていることからも伺える。
　アンケート（1）（2）の結果から、保育者は園庭イコール
運動場と捉える傾向があることがわかった。園庭に期待す
ることで最もポイントが少なかったのが「探索活動」であ
ることからも保育者の意識が伺える。
　このことは、現在の園庭のあり方に起因していると考え
られる。おおかたの保育所の園庭は広いスペースが中央に
ある運動場といった形状になっており、子どもの探索心や
探究心を刺戟する環境としては不十分である。保育者にと
って園庭は“すでにそこにある施設”であり、現在の園庭
の在り方が保育者の意識に影響を与えていることが推察さ
れる。
　しかし一方で、アンケート（2）の「雑草などがある自然
スペース」については、興味深い結果が見られた。「なくて
はならない」と回答した保育者が32％と「畑・菜園」の23
％より多かった。「あった方が良い」の36％と合わせると、
68％の保育者があることを望んでおり「なくても良い」は
わずか8％であった。
　「雑草などがある自然スペース」は、自由に草花をつんだ
り、草花で遊んだり、また、虫を探したりできる最も身近
に自然と触れ合える環境である。子どもの働きかけに対し
て最も応答性が高く、探索活動にはうってつけの環境であ
る。保育者の多くがこういったスペースを肯定的に捉えて
いることも明らかになった。
　子どもの成長・発達にとって、園庭はいかにあるべきか、
保育における環境としての園庭の役割は何か。保育所保育
指針に示されているように「子どもが環境に働きかけ、環
境との相互作用を通して」発達していくためには、何より
も環境が応答的であることが大切であり、園庭もまた子ど
もとの相互作用が豊かに展開される応答的な環境であるべ
きであろう。
園庭環境 数 割合（100％）
⑬ 一般的な土の園庭 83 69
⑭ 狭いが土の園庭 21 18
⑮ テラス園庭 7 6
⑯ 園庭・テラスなし 7 6
⑰ 記載なし 2 1
内　　容
なくては
ならない
（％）
あった
方が良い
（％）
なくても
良い
（％）
チェック
なし
（％）
① 固定遊具 49 28 7 16
② アスレチックなどの
　 大型遊具
7 28 38 27
③ 固定されたプール 5 25 41 29
④ 広場・広いペース 74 13 2 11
⑤ 砂場・砂場用玩具 87 11 0 2
⑥ 三輪車などの乗り物 18 39 14 29
⑦ 樹木 56 25 1 18
⑧ 畑・菜園 23 63 0 14
⑨ 花壇 35 46 2 17
⑩ 築山（起伏） 16 44 8 32
⑪ ビオトープ 3 28 18 51
⑫ 雑草などがある自然
　 スペース
32 36 8 24
　園庭に対する固定観念にとらわれず、子どもの興味・関
心を引き出し、子どもが主体的に働きかけ、その働きかけ
に応えうる保育環境としての園庭のあり方を考える上で、
今回のアンケートは多くの示唆を与えていると考える。
注
注）1　
ここに示した文章は、平成2年、平成10年に出された保育所保育
指針　第1章総則　1保育の原理　（3）保育の環境　で述べられ
ている。平成40年に出された保育所保育指針においても同様の
記述がある。
注）2
平成20年「保育所保育指針」　第2章　子どもの発達
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